
高速・小型ガス分析計 Agilent 490 マイクロ GC
2018年6月改訂

秒単位の

高感度分析を実現

Agilent 490 マイクロ GC

Micro
Gas Chromatograph



Agilent 490 マイクロ GCなら高速で正確な分析を
様々な環境に提供出来ます｡

天然ガス・燃料ガス分析計として

分析からデータ処理及び熱量計算まで自動で行

います。天然ガス（都市ガス）供給施設や石油精

製施設等での濃度（熱量）管理に最適です。

燃焼ガス分析計として

ガス燃焼機器としてボイラーやガス炉、湯沸かし

器等の開発の際に高速分析が有効です。

ガス供給の調整量が、ほぼリアルタイムで確認で

きます。

燃料電池ガス分析計として

燃料電池の開発や製造等に必要な、触媒の起動

時から安定期まで幅広いプロセスすべてへの対

応が可能です。

化学薬品分析計として

ポリマー等の原材料ガスは、成分と純度の管理が

重要です。不純物は製造設備、触媒等に影響を

及ぼす可能性があります。

また、化学薬品製造時の製品仕様の確認や製造

工程のプロセス管理にも迅速に対応できます。

作業環境分析計として

有機溶剤は、人体にとって非常に有害です。

作業室内の空気に含まれる微量の有機物を高速

分析することで、人体への影響を最小限に抑える

ことが出来ます。

その他のアプリケーションにも対応しています｡

混合ガスの分析が必要な場合や、分析方法を検討している場合には、是非お
問い合わせください｡
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Agilent 490 マイクロ GCは、高性能でコンパクトなガス分析計です。高速分析およびppmオーダーの

高感度分析が行えます。カラムモジュールも豊富に用意しているため、様々な分析に対応できます。

コンパクト・・・・150(W)×300(D)×280(H) mmで、汎用ガスクロ2台分

の機能(2チャンネルの場合)

高速分析・・・・1サイクル150秒での分析が可能

高感度分析・・ppmオーダーの分析が可能

自動分析・・・・サンプリングから分析までが自動処理

サンプリングポンプを内蔵し、基本設定でポンプ

使用をOFFにした場合は 常時、サンプルをマイ

クロGCに導入することが可能

（Continuous Flowモード）

安全機能・・・・圧力監視、温度監視によりシステム停止を実行

例えば、キャリヤーガス圧力が低下した場合は、

温度を下げて、TCDフィラメントをOFFにします。

カラム、検出器の保護としてキャリヤーガスは

停止しません。

約12 mm四方の基板上のパターン化された

サンプルループにより、狭いバンドでの注入

と高い再現性を実現します。

注入量はソフトウェアでの変更が可能です。

“大気圧平衡機能”により、サンプルの供給

圧力が変動しても、濃度補正の必要があり

ません。

マイクロインジェクター

セルボリュームは、200 nLと非常に小さく、

これまでにない検出感度を実現します。

マイクロTCD

インジェクター、検出器、カラム（ナローボア、マイクロパックド、PLOTカラム）が一体となっていて、

分析目的によって選択します。これらの組み合わせにより、高速で高分離、高感度の分析が可

能となります。

モジュール

高速・高分離・高感度分析を可能にしているパーツ
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分析目的によってモジュールに供給するキャリアを2種類まで選択することが可能です。

デュアルキャリア仕様

分析カラムにとって不要な成分を系外に排出することにより、カラムの劣化を防ぎます。

また、分析目的成分以降の成分を系外に排出することにより、分析時間の短縮も可能になります。

バックフラッシュモジュール

ラインなどに残留するような中沸点成分がサンプルに含まれている場合に、

導入ラインからインジェクターまでを加熱するオプションです。

ヒートインジェクション

最大4台までのチャンネルを搭載することができ、同時に分析も可能です。

4チャンネル

4チャンネル 2チャンネル

バックフラッシュなし バックフラッシュあり

1= Methane
2=Ethane
3=Propane
4=iso-Butane
5=Butane
6=iso-Pentane
7=Pentane

オプション

データ処理 ソフトウェア
OpenLAB CDS EZChrom Compact

マイクロGCのすべての操作をソフトウェアから行いま

す。分析のスケジュールを組むことにより、複数回の

自動分析が可能です。

また、1コントロールライセンスで2台の490マイクロGC

を制御できます。LAN上に配置することで、複数台の

遠隔操作による分析が可能となります。

490マイクロGC背面に設置出来る気化ユニットです。

ヒートインジェクションとの組み合わせにより、天然ガス分析やフロンガス分析に

効果的です。

サンプル気化ユニット
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循環ポンプユニット CP2900

 サンプリングから分析まで無人運転の実現
注)490マイクロGC使用時

 精度の高いサンプリング

注)490マイクロGC使用時

 オンラインにより、外部からの漏れ込を軽減

 発生ガスを循環させて均一濃度でサンプリング

 カスタマイズが可能

• セルとの接続方式（標準1/8”Swagelok）

• 洗浄ガス種を選択可能

• バッファーの容量を選択可能

循環ポンプユニットCP2900 を490マイクロGCに接続し
1、2、4、6時間毎の大気のリーク量を確認ました。ヘリウ
ムガスを6時間循環して、大気のリークは3 μL以下です。

（サンプルセルの接続を含まず）

経過時間 O2 N2

0時間 0.00 0.00 

1時間 0.00 0.26 

2時間 0.20 0.52 

4時間 0.56 1.27 

6時間 0.71 2.00 

空気のリーク量（µL）

循環ポンプユニットCP2900

標準ガス
注入ポート

MFC

バッファー

490マイクロGC

洗浄ガス
出口

洗浄ガス

循環ポンプ

→

安全弁

サンプルセル

圧力計

閉鎖循環式自動サンプリング装置

構成例

循環ラインの容量は、サンプルセルを
含め100 mL以上必要です。

490マイクロＧＣは、発生量1 μ mol/L
以下のガス分析が可能です。分析ガス
種及び発生量を提示頂ければ、最良
の循環ライン容量を提案致します。

※

※

490マイクロGCは、1chで
1 mLのガスを吸引します。

※

循環ポンプユニットCP2900は、気密性の高い一定量の

循環空間を作り出します。循環ラインにあらかじめキャリ

アガスなど分析に影響がないガスを流し内部をパージし

ます。循環ポンプユニットCP2900とセルを接続し内部

のガスを循環させることによりガス濃度が均一になり、

一定量の空間を作る事で陰圧になる事を抑制します。

分析装置は感度が高く、分析時間の早い490マイクロ

GCとの組み合わせで威力を発揮します。
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Column ： PoraPLOT Q 10 m
Standard Column

Column Temp. ： 120 ℃
Carrier Gas ： He
Column Press. ： 200 kPa
Injection Time ： 40 msec
Injection Temp. ： 100 ℃*

Sample ：

Acetaldehyde 
Acetone
Isopropanol       
(each 500 ppm N2 Balance)

Time(Sec)

m
V

ol
t

真空捕集びんに各成分の濃度が500 ppmになるように調製し、Agilent 490 マイクロ GCに真空捕集び
んを接続して分析を行いました。
モジュールには、PoraPLOT Q を使用し、光触媒反応ガスに含まれるCO2やアセトアルデヒド、アセトン、
イソプロパノールについて、約150秒の分析時間で、良好な分離結果が得られました。

＊：Injectionに温度をかける場合は、オプションとなります。
HEATED SAMPLE LINEおよびヒートインジェクションは、
30～110 ℃の間で制御できます。

■ 光触媒（環境浄化反応ガス）の模擬ガス分析例

H
2O
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2
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ta
ld

eh
yd

e

A
ce

to
n

e

Is
o

p
ro

p
an

o
l

アプリケーション

真空捕集びんに各成分の濃度が500 ppmになるように調製し、Agilent 490 マイクロ GCに真空捕集び
んを接続して分析を行いました。
モジュールには、CP-Sill 5CBを使用し、約70秒の分析時間で、良好な分離結果が得られました。

■ 光触媒（人工光合成生成ガス）の模擬ガス分析例

Time(Sec)

m
V

ol
t

Column ： CP-Sil 5CB 8 m
Standard Column

Column Temp. ： 50 ℃
Carrier Gas ： He
Column Press.： 200 kPa
Injection Time ： 40msec
Injection Temp.： 100 ℃
Sample ： 1..Formaldehyde

2.H2O
3.Ethanol
4.Acetic acid
(N2 Balance)

50 ppm
---

500 ppm
500 ppm
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Column ： Molsieve 5A 10 m
BackFlush Column

Column Temp. ： 100 ℃
Carrier Gas ： Ar
Column Press. ： 190 kPa
Injection Time ： 40 msec
Injection Temp. ： なし(常温)
Sample ：

H2

N2

CO       
(each 2.5 % CH4 Balance)

無機ガスから低級炭水素（C1～C5）の分析が約150秒で可能です。

分析例1 CH4 をベースガスとし、H2,Ar,N2,CO を各2.5 %ずつサンプリングバッグに採取し、
サンプルガスを作成しました。

■ 燃料ガスの模擬ガス分析例

Time(Second)

m
V

ol
t

Time(Sec)

分析例2 燃料ガス用標準ガス(C3H8,C3H6各3 %、i-C4H10,n-C4H10各0.5 %、t-2-C4H8,1-C4H8,
i-C4H8,c-2-C4H8各0.2 %、i-C5H12,n-C5H12,1,3-C4H6各0.1 %)をサンプリングバッグに
採取し、分析を行いました。

m
V

ol
t

Time(Second)

分析例3 CH4 をベースガスとし、CO2を1 %,C2H4,C2H6を各3 %ずつサンプリングバッグに採取し、
サンプル ガスの分析を行いました。

m
V

ol
t

Time(Sec)

A
ir

C
H

4

C
2H

6

m
V

ol
t

Time(Sec)

Column ： AL2O3/KCL 10 m
BackFlush Column

Column Temp. ： 80 ℃
Carrier Gas ： He
Column Press.： 150 kPa
Injection Time ： 40 msec
Injection Temp.：なし(常温)
Sample ： C3H8

C3H6 

i-C4H10 

n-C4H10

t-2-C4H8

1-C4H8

i-C4H8

c-2-C4H8

i-C5H12

n-C5H12

1,3-C4H6

3.0 %
3.0 %
0.5 %
0.5 %
0.2 %
0.2 %
0.2 %
0.2 %
0.1 %
0.1 %
0.1 %

Column ： PoraPLOT Q 10 m
BackFlush Column

Column Temp. ： 100 ℃
Carrier Gas ： He
Column Press. ： 190 kPa
Injection Time ： 40 msec
Injection Temp.：なし(常温)
Sample ： CO2

C2H4

C2H6

1.0 %
3.0 %
3.0 %
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Column ： Molsieve 5A 10 m

：
BackFlush
Column

Column Temp. ： 80 ℃
Carrier Gas ： Ar
Column Press. ： 190 kPa
Injection Time ： 40 msec
Injection Temp. ： 100 ℃

バイオマス（熱分解発生ガス）の模擬ガス測定を2種類のカラムで分析しました｡
無機ガスから低級炭化水素を１台の490マイクロGCで測定出来ます。

■ バイオマス（熱分解発生ガス）の模擬ガス分析例

Molsieve 5A

m
V

ol
t

Time(Sec)

PoraPLOT Q 
m

V
ol

t

Time(Sec)

アプリケーション

リチウムイオン二次電池の劣化評価として、水素を含む無機ガスから低級炭化水素の分析が、
490マイクロGC Dualチャンネル１台で可能です。分析時間100秒の高速分析を提供します。

■ リチウムイオン二次電池ガスの模擬ガス分析例

Channel 1 Channel 2

Time(Sec)Time(Sec)

m
V

ol
t

m
V

ol
t

Column ： PoraPLOT Q 10 m
BackFlush
Column

Column Temp. ： 80 ℃
Carrier Gas ： He
Column Press. ： 170 kPa
Sample Time ： 30 sec
Injection Time ： 40 msec
Injection Temp. ： 100 ℃

Column ： Molsieve 5A 10 m

： BackFlush Column

Column Temp. ： 100 ℃
Carrier Gas ： Ar
Column Press. ： 170 kPa
Injection Time ： 40 msec
Injection Temp. ： なし(常温)

Column ： PoraPLOT Q (10 m) 

： Standard Column
Column Temp. ： 80 ℃
Carrier Gas ： He
Column Press. ： 190 kPa
Injection Time ： 40 msec
Injection Temp. ： なし(常温)

Sample：1. H2

2. O2

3. N2

4. CH4

5. CO
(N2 Balance)

10 %
---
---

10 %
25 %

Sample：1. CH4

2. CO2

3. C2H4

4. C2H6

5. H2O    
6. C3H6

7. C3H8

(N2 Balance)

10 %
5 %
2 %
1 %
---
1 %
1 %

Sample：H2

O2

N2

CH4 

CO

2.0 %
1.0 %

70.0 %
1.0 %
2.0 %

Sample：CO2

C2H4

C2H6

C3H6

C3H8

20.0 %
1.0 %
1.0 %
1.0 %
1.0 %
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燃料電池改質ガスの標準ガスのボンベを作成し、そのボンベからサンプリングバッグにサンプルガスを
採取して、Agilent 490 マイクロ GCの4チャンネルのモジュールを使用して、分析を行いました。
高速分析により、経時変化の確認に最適です。

■ 燃料電池改質ガスの分析例

Channel 1 Channel 2

Channel 4Channel 3

Time(Sec) Time(Sec)

m
V

ol
t

m
V

ol
t

Time(Second)

Time(Sec) Time(Sec)

m
V

ol
t

m
V

ol
t

m
V

ol
t

Column ： Molsieve 5A 10 m 
： BackFlush Column

Column Temp. ： 100 ℃
Carrier Gas ： Ar
Column Press. ： 170 kPa
Injection Time ： 40 msec
Injection Temp. ： なし(常温)
Sample ： H2 57.2 %

Column ： Molsieve 5A 10 m
： BackFlush Column

Column Temp. ： 100 ℃
Carrier Gas ： He
Column Press. ： 170 kPa
Injection Time ： 40 msec
Injection Temp. ： なし(常温)
Sample ： N2 5.2 %

CH4 5.2 %
CO 1.0 %

Column ： PoraPLOT Q 10 m 
： BackFlush Column

Column Temp. ： 100 ℃
Carrier Gas ： He
Column Press. ： 190 kPa
Injection Time ： 40 msec
Injection Temp. ： なし(常温)
Sample ： CO2 33.3 %

C2H6 0.12 %
C3H8 0.12 %

Column ： AL2O3/KCL 10 m 
： BackFlush

Column
Column Temp. ： 100 ℃
Carrier Gas ： He
Column Press. ： 150 kPa
Injection Time ： 40 msec
Injection Temp. ： なし(常温)
Sample ： i-C4H10 0.15 %

n-C4H10 0.13 %
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アプリケーション

10

フロンと炭化水素の混合標準ガスをサンプリングバックに採取して分析を行いました。
490GC Dualを使用することで全成分の良好な分離結果が得られました。

■ フロン類

アプリケーション 測定成分 使用カラムモジュール

天然ガス・都市ガス N2、CO2、C1～C5炭化水素 CP-Sil 5CB+Molsieve 5A+PoraPLOT Q

バイオガス H2、N2、O2、CO2、C1～C7炭化水素 CP-Sil 5CB+Molsieve 5A+PoraPLOT U

揮発性炭化水素 大気中の有機溶媒 CP-Sil 5CB、CP-WAX 52CB

燃料電池改質ガス
H2、O2、N2、CO、CO2 C1～C3炭化水

素

Molsieve 5A×2+PoraPLOT Q

無機ガス H2、N2、O2、（CO、CH4） Molsieve 5A（4 m、10 m、20 m）

炭化水素異性体 C2～C5炭化水素 Al2O3 / KCl PLOT

回収フロン、再生フロン フロン類、炭化水素類 Al2O3 / KCl PLOT+PoraPLOT Q

カラムモジュール 測定成分 使用例

Molsieve 5A H2、O2、N2、CO、CH4 （Arキャリヤー） 燃料ガス、バイオガス、燃料電池、発生ガス

Molsieve 5A O2、N2、CO、CH4 （Heキャリヤー） 天然ガス、バイオガス、燃料電池、発生ガス

CP-COX H2、Air、CO、CO2、CH4 炉中ガス、触媒ガス

Hayesep A CO2、C2H2、C2H4、C2H6 大気中のCO2

PoraPLOT Q CO2、C1～C4炭化水素、アルコール類 燃料電池、リチウムイオン二次電池、光触媒

PoraPLOT U CO2、C1～C4炭化水素、アルコール類 燃料電池、リチウムイオン二次電池、光触媒

Al2O3 / KCl PLOT C2～C5炭化水素異性体、フロン類 燃料ガス、再生フロン

CP-Sil 5CB C4～C8炭化水素 燃料電池、作業環境

CP-WAX 52CB アルコール類、芳香族炭化水素 作業環境、大気中のBTX

Al2O3/KCl

0 100 200
Time (sec)

0.
0

0.
2

0.
4

0.
6

0.
8

1.
0

1.
2

1.
4

m
V

PoraPLOT Q

1,2
3

4
5

6

7

8

9
10

11

12 13
14

Column ： AL2O3/ KCl PLOT 10 m
Standard Column

Column Temp. ： 80 ℃
Carrier Gas ： He
Column Press. ： 150kPa
Injection Time ： 40 msec
Sample ： 1.Trifluoromethane(R-23)

2.Pentafluoromonochloroethane(R-115)
3.Dichlorodifluoromethane(R-12)
4.1,1,1-Trifluoroethane(R-143a)
5.Difluoromethane(R-32)
6.i-C4H10

7.n-C4H10

8.CH3Cl
9.1,1,1,2,2-Pentafluoroethane(R-125)
10.Chlorodifluoromethane(R-22)
11.1-C4H8

12.i-C4H8

13.1,1,1,2-Tetrafluoroethane(R-134a)
14.1,2,2,2-Tetrafluoro-1-chloroethane(R-124)

Column ： PoraPLOT Q10 m
Standard Column

Column Temp. ： 100 ℃
Carrier Gas ： He
Column Press. ： 190kPa
Injection Time ： 40 msec
Sample ： 1.Trifluoromethane（R-23）

2. Difluoromethane(R-32)
3.H2O
4.1,1,1-Trifluoroethane(R-143a)

+1,1,1,2,2-Pentafluoroethane(R-125)
5.1,1,1,2-Tetrafluoroethane(R-134a)

+Pentafluoromonochloroethane(R-115)
6.Chlorodifluoromethane(R-22)
7.CH3Cl
8.Dichlorodifluoromethane(R-12)
9.1,2,2,2-Tetrafluoro-1-chloroethane(R-124)
10.i-C4H10

11.i-C4H8

12.1-C4H8

13.n-C4H10
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MICROLAB 600

サンプル
セル

ガス IN

Agilent 490 
マイクロGC

便利なツール

使用しているMICROLAB 600（デュアルシリンジディスペン

サー）は、シリンジを二つ搭載しているシリンジポンプとなり
ます。

注)シリンジポンプとマイクロGCの接続イメージ写真

サンプルセルからAgilent 490 マイクロGCへ注入したサンプル量が正確に把握できるため、セル

内が陰圧にならないように不活性ガスをサンプルセルに供給することが可能になります。

MICROLAB 600

サンプルガス中に露点の高い水蒸気が含まれている場合に使用します。

マイクロGCの前段に配置することにより、内蔵のペルチェにて蒸気を結露させてボトル

の中にトラップします。

簡易水分除去装置

分析結果を外部機器へ送信したり､帳票･グラフ化をすることも可能です｡ソフトウェアの

内容については､お問い合わせください｡

特注ソフトウェア

簡易水分除去装置サンプルセレクターユニット

複数のサンプルを切り換えるためのサンプルセレクタユニットです。手動スイッチによ

る切り換えの他に、Agilent 490 マイクロGCからの自動制御が可能です。サンプル

数4～16点、サンプルと標準ガスの切換にも便利です。

注)μGC Schedulerとの連動も可能です。

サンプルラインセレクタユニット

濃度信号出力ユニット

濃度信号出力ユニット

OpenLAB CDS EZChrom compactで得られた各成分の定量結果をアナログ信号

（4～20 mA）に変換して出力するユニットです。（標準8点出力、オプションで12点出

力可能）プラント等の濃度管理システムに利用できます。

※パソコンは含まれません
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本カタログの内容は、2018年6月時点のものです。

1 Ｌ真空捕集ビン、サンプリングバック

サンプル採取や標準ガス調製に適したサンプル容器です。

無機ガスから有機溶媒まで幅広く使用出来ます。

Agilent マイクロGCのTCDフィラメントは、高感度の分析を可能とする為、非常に繊

細です。インジケーティングオキシゲントラップは、常温で40 mLの酸素を吸収して、

キャリヤーガスに含まれる酸素を除去し、フィラメントを保護します。

インジケーティングオキシゲントラップ

インジェクター
注入量1 μL～10 μL（0～999 msec）任意に設定可能

ヒートインジェクション 30 ℃～110 ℃（オプション）

オーブン 30 ℃（室温）～180 ℃ 恒温分析

検出器 熱伝導度検出器（μTCD）内部ボリューム200 nLシングルチャンネル

検出限界
1 ppm n-Pentane（WCOTカラム使用 R.T.15秒時）

10 ppm ethane（マイクロパックドカラム使用R.T.25秒時）

測定濃度範囲 1 ppm～100 %（検出下限については条件により異なります）

再現性
R.S.D 0.5 %以内

（Propane at 1 mol% レベル WCOTカラム使用一定温度、一定圧力時）

キャリヤーガス He、N2、Ar（供給圧力550±10 kPa） 純度99.995 %以上、接続 1/8 inch(Swagelok)

キャリヤーガス消費量 15 mL/min（デュアルチャンネル使用時）

サンプルフィルター ステンレス5 μm (交換可能)

サンプル入り口接続 1/16 inch(フィンガータイト)

分析可能時間 600秒

データ処理機との通信手段 LAN (RJ45)

電源・消費電力 AC90 ～130 V 50/60 Hz、12 VDC、最大130 W

設置環境 温度範囲 0 ℃～50 ℃、湿度範囲 0 %～95 % R.H.（結露しないこと）

サンプルガス条件 凝縮しないこと、温度 5 ℃～40 ℃、圧力0 ～100 kPa

大きさ 150(W)×300(D)×280(H) mm Quad(4チャンネル）タイプは550(D) mm

重さ 5.2 kg（2チャンネル時。ただし内蔵するチャンネル数によって変わります）

フッ素樹脂バッグ・アルミニウムバッグなど、多数のラインアップを用意していますので、詳細は、 最寄りの支店または営業所まで
お問い合わせください。

主な仕様

20190716PP0.5T

便利なツール


